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米
輸
入
自
由
化
反
対
官
治
体
宣
言

　
　
　
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交
渉
の
本
格
的
再
開
を
前
に
、
我
が
国
の
米
に
対
す
る
内
外
の
市
場
開
放
圧

　
　
力
が
一
段
と
強
ま
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
惰
勢
に
み
る
。

　
　
　
各
国
の
農
業
政
策
を
見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
食
糧
自
給
と
国
内
農
業
保
護
の
た
め
国
境
措
置
を
設
け
、
輸
入
の

　
　
制
限
を
し
て
お
り
、
日
本
も
米
の
完
全
自
給
が
当
然
の
権
利
と
し
て
主
張
で
き
る
の
で
あ
る
。
国
土
保
全
、
地
方
経
済

　
　
へ
の
影
響
等
、
国
民
が
主
食
と
し
て
い
る
米
が
果
た
し
て
い
る
役
割
は
、
根
”
が
な
い
。
特
に
我
々
は
、
米
と
日
本
の

　
　
伝
統
文
化
と
の
関
わ
り
あ
い
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
、

　
　
　
「
サ
ラ
リ
ー
」
の
語
源
は
塩
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
が
国
に
お
い
て
古
来
支
給
さ
れ
た
も
の
信
米

　
　
で
あ
っ
た
。
目
本
の
歴
史
は
米
の
生
産
、
運
送
及
び
販
売
の
歴
史
で
あ
る
。
我
々
⑳
先
祖
縁
、
用
か
ら
水
を
引
い
て
、

　
　
田
を
作
辱
、
本
来
直
立
型
で
あ
る
稲
を
、
そ
の
多
収
穫
を
目
指
し
、
実
れ
ば
穂
の
垂
れ
る
程
の
技
術
革
新
を
成
し
遂
げ

　
・
た
。
そ
の
労
働
集
約
型
の
作
業
の
中
で
、
極
度
の
勤
勉
さ
と
相
互
扶
助
精
神
と
い
う
日
本
人
の
特
性
が
確
立
さ
れ
た
の

　
　
で
あ
る
。
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即
ち
、
我
が
国
の
稲
作
こ
そ
、
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、
生
活
・
生
産
様
式
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
欝
、
．
伝
統
、
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思
想
の
根
源
で
あ
る
。
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も
し
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
の
輸
入
自
由
化
が
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
日
本
農
業
は
衰
退
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、

　
　
国
土
保
全
へ
の
多
大
な
財
政
負
担
を
招
き
、
地
域
の
社
会
・
経
済
活
勲
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
先

　
　
人
か
ら
引
継
が
れ
て
き
た
民
族
の
伝
統
文
化
の
崩
壊
を
も
ひ
き
お
こ
レ
か
ね
な
い
と
こ
ろ
で
、
国
民
に
と
っ
て
大
き
な

　
　
損
失
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　
　
　
よ
っ
て
、
全
市
民
と
共
に
我
が
国
農
業
を
守
り
、
臼
給
食
糧
の
安
定
的
確
保
、
朱
輸
入
自
由
化
反
対
の
珪
想
を
達
成
。

　
　
す
べ
く
、
米
輸
入
自
由
化
反
対
自
治
体
と
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
平
成
三
年
六
月
十
｝
日
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ガ
ッ
ト
（
関
税
貿
易
一
般
協
定
）
の
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農
業

交
渉
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
る
の
を
前
に
、
六
月
議
会
で
市
が
提
案

し
た
「
米
輸
入
自
由
化
反
対
自
治
体
宣
言
」
が
、
六
月
十
一
日
、
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
主
張
の
中
で
、
農
業
団
体
な
ど
と
の
考
え
方
の
違
い
は
、
わ

が
国
の
稲
作
こ
ぞ
が
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、
生
活
・
生
産
様
式

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
民
俗
・
伝
統
・
思
想
の
根
源
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
稲
作
と
日
本
の
国
民
性
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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稲
作
の
発
生
と
伝
播

　
稲
の
原
種
は
、
全
世
界
の
熱
帯
の
湿

地
に
分
布
す
る
ペ
レ
ニ
ス
野
性
稲
の
う

ち
、
イ
ン
ド
に
発
生
し
た
ア
ジ
ア
型
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
て
し
て
現
在
、
世
界

の
総
生
産
量
の
う
ち
九
〇
％
が
ア
ジ
ア

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
稲

は
熱
帯
原
産
で
高
温
多
雨
を
好
む
植
物

で
、
日
本
は
稲
作
の
北
限
地
帯
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
に
中
国
か
ら
稲
が
伝
わ

っ
て
き
た
の
は
、
今
か
ら
約
二
千
三
百

年
前
の
弥
生
時
代
で
し
た
。
九
州
に
上

陸
し
た
稲
作
農
業
は
、
縄
文
時
代
の
狩

猟
文
化
を
駆
逐
し
て
、
た
ち
ま
ち
の
う

ち
に
東
日
本
に
ま
で
到
達
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
後
に
成
立
し
た
の
が
稲
作

農
耕
文
化
で
し
た
。
そ
し
て
弥
生
時
代

の
後
期
に
は
、
栽
培
技
術
の
進
歩
に
よ

っ
て
高
冷
地
や
寒
冷
地
で
の
稲
作
が
可

能
と
な
っ
て
き
ま
す
。
信
州
の
高
原
地

帯
や
青
森
の
寒
冷
地
で
は
、
潅
概
用
水

の
ほ
と
ん
ど
が
冷
水
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
優
良
な
稲
作
に
成
功
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
本
の
国
土
が
非
常
に
狭

か
っ
た
た
め
に
、
多
収
穫
を
目
指
す
に

は
、
晶
種
改
良
や
技
術
の
革
新
に
よ
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
日
本
が

稲
作
の
北
限
地
帯
で
、
品
種
改
良
や
技

術
革
新
に
よ
っ
て
し
か
多
収
穫
を
目
指

せ
な
い
こ
と
が
、
日
本
民
族
に
独
自
の

国
民
性
を
持
た
せ
た
と
い
え
ま
す
。

稲
作
と
国
民
性

憂

　
そ
れ
で
は
日
本
独
自
の
国
民
性
と
は

い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
日
本
が
稲

作
の
北
限
地
帯
だ
と
い
う
こ
と
は
、
七

・
八
月
の
高
温
の
時
期
に
一
気
に
勝
負

を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
季
節
の
変
化
に
追
わ
れ
続
け
、

少
し
の
遅
れ
も
怠
慢
も
許
さ
れ
な
い
厳

し
い
仕
事
で
し
た
。
し
ば
し
ば
外
国
か

ら
や
り
玉
に
上
げ
ら
れ
る
日
本
国
民
の

「
勤
勉
性
」
は
、
こ
の
北
限
の
稲
作
の

展
開
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
二
点
目
は
仲
間
意
識
、
つ
ま
り
「
相

互
扶
助
の
精
神
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

稲
作
は
狩
猟
活
動
よ
り
も
、
短
期
問
に

集
団
的
な
労
働
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
期
に
労
働
力
の
一
切
を
稲

作
に
投
入
す
る
共
同
組
織
、
い
わ
ゆ
る

「
結
」
が
発
生
す
る
の
で
す
。
一
家
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
親
戚
や
隣
近
所
ど

う
し
が
共
同
し
て
仕
事
を
行
い
、
こ
の

中
で
相
互
扶
助
の
精
神
と
い
う
日
本
八

の
特
性
が
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
三
点
目
は
、
日
本
人
の
持
つ
宗
教
や

思
想
の
面
で
の
独
自
性
と
い
う
こ
と
で

す
。
夏
の
日
照
り
と
高
温
多
雨
に
賭
け

る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
偶

然
性
に
頼
る
農
業
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
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日
本
人
の
民
俗
や
宗
教
、
思
想
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
ー
る
の
で
す
。

　
新
し
く
収
穫
し
た
稲
を
神
に
供
え
、

豊
穣
を
感
謝
す
る
祭
り
で
、
新
嘗
と
い

う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
P
い
は
新
し
い
、

な
b
は
食
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
弥

生
時
代
の
銅
鐸
も
、
新
嘗
の
た
め
の
祭

器
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
古
代
国
家
の
統
一
と
と
も
に
天
皇

を
中
心
と
し
た
祭
り
に
統
合
き
れ
、
現

在
で
も
神
道
の
重
要
な
儀
式
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冷
夏
が
続
け
ば
大
飢
鯉
が
発

生
し
、
飢
饒
地
獄
さ
な
が
ら
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
仏
教
の
無
常
感
と
か
欣
求

し
ホ
ろ
と
　

え
し
じ
ょ
ろ
ロ

浄
土
、
会
者
定
離
の
思
想
と
無
関
係
で

あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
．
そ
の
か
わ

り
に
豊
作
に
な
れ
ば
、
村
人
は
鎮
守
の

く
東
北
は
米
の
供
給
墓
地
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罐
．
慈
ゼ

蓼
鱒

森
に
集
ま
り
、
太
鼓
や
笛
で
・
て
の
喜
び

を
精
一
杯
表
し
ま
す
。
ま
さ
に
非
日
常

の
時
闇
（
ハ
レ
）
の
日
で
あ
り
、
村
祭

り
は
長
い
日
常
生
活
〔
ケ
）
の
う
っ
ぷ

ん
を
晴
ら
し
、
明
日
か
ら
、
の
労
働
意
欲

を
か
き
た
て
る
日
で
す
。

　
日
本
の
祭
り
の
特
質
は
、
農
耕
を
W
冨

む
村
落
の
神
社
を
祭
り
の
中
心
と
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
り
が
行

わ
れ
る
の
は
、
古
く
は
二
月
・
四
月
・

九
月
・
十
一
月
が
多
！
＼
こ
れ
は
水
稲

耕
作
の
周
期
か
ら
き
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
な
っ
て
、
し

だ
い
に
二
月
は
意
味
が
薄
れ
、
春
ま
つ

り
の
四
月
、
秋
ま
つ
り
の
九
月
・
十
一

月
が
祭
り
の
月
と
な
っ
て
今
日
ま
で
綿

々
と
続
い
て
い
ま
す
。

稲
作
は
日
本
文
化
の
原
点

　
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
コ
メ
は
主
要

な
食
料
源
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
稲
作

と
そ
れ
に
伴
う
数
々
の
農
耕
儀
礼
が
、

人
々
の
社
会
生
活
や
宗
教
生
活
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
面
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
日
本
人
の
国
民
性
を
培
っ
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
米
輸
入
自
由
化
を
単
に
経

済
問
題
や
日
米
摩
擦
問
題
、
食
糧
自
給

の
問
題
だ
け
で
と
ら
え
た
の
で
は
、
そ

の
本
質
に
迫
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

稲
作
、
米
食
の
文
化
は
、
古
代
か
ら
近

世
を
経
て
へ
7
日
に
つ
な
が
っ
て
い
る
日

本
国
民
の
民
俗
、
伝
統
、
思
想
の
根
源

で
あ
る
こ
と
を
、
今
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

9
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4

　
市
の
財
政
や
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
「
市
の
財
政
状
況
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
2
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
【
目
か
ら
今
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

（83．0％）

ヲ7，803万7　

（85，4％）

ヲ1億5，293万4千円

（98，2％）

一　　2億103万2千円

3億4，535万2千円（83．8％

E鄙，籠5億7，812万2千円（63．6％）

7億9，169万5千円

7億9，583万7干円

（75．2％）

（85．1％）

8億2，050万9千円（98、3％）

13億5，332万5千円（94．9％）

13億8，834万6千円（76，5％）

26億1，921万3干円

30億9，586万2千円

（ア3，9％）

（63．0％〕

計会般

他
　
　
費
　
　
費
　
　
費

　
　
旧

の
　
　
復
　
　
会
　
　
防

　
　
害

そ
　
　
災
　
　
議
　
　
消

商工費

農林水産業費

公債費

衛生費

民生費

土木費

総務費

教育費

　　下2
　＿』半年
行期度

他
　
び
料
得
金

　
　
及
　
取
付

の
　
料
数
車

　
　
用
　
動
交

そ
　
使
手
自
税

繰越金

繰入金

地方譲与税

財産収入

諸収～

債市

国・県
支出金

市税
地方交付税

2億8・115万3千円讐

　　　　　　　　（104．2％

1億4・334万3　［

　　　　　　　　　（100％

糠24万8千円［

　　　　　　　　　（100％
1億7・03・万5千円∈

　　　　　　　　　（100％

2億2，213万7千円「

3億273万9千円1（100％〕

3億6，518万6干円II（99．6％〕

（104昌5％）6億4，762万8干円

（0，8％）13億8，510万円

（ア0、6％）14億8，838万3千円

（100％）32億7，476万2干円

　　37億7，428万円

（100％）

　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　11　12　13　14　15　16　17　！8　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（億円）
　平成2年度特別会計の予算執行状況　平成3年3月31日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1単位：千円）

出歳入歳

予算残額支出済額未収入額収入済額調定額

予算現額会計別

349，9411．87！、81）O338，6161．962．7682、31）1、3842，221．741国民健康保険

527，538803．496759、820580，7151，340，5351．331．1）34下水道事業

91924，82（〕3．55322，23525．78825．739地方卸売
市場事業

333、3221．971．207118，4262，087，1）672、205，4932、304，529老へ保健

1、211、72，04、671，3231，220，4154，652、7855．S73．2005．883、043計

　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　ド

34333231302928272625242322212019181716151413121110　9　8　　7　　6　　5　4　　3　　2　　1　0

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

　
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
は
、
市
の
財
政
運
営
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
、
市
が
自
主
的
に
使
え

る
大
切
な
お
金
で
す
。
し
か
し
歳
入
全

体
に
占
め
る
割
合
は
二
十
七
バ
i
七
ン

方
交
付
税
は
、
三
十
七
億
七
千
四
百
二

十
八
万
円
で
三
十
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
、
公

共
事
業
、
そ
の
他
国
や
県
か
ら
た
の
ま

れ
た
仕
事
に
対
す
る
国
・
県
支
出
金
が
、

十
四
億
八
千
八
百
三
十
八
万
三
千
円
で

十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
の
歳
入
の
う
ち
五
十
九

κ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
七
十
二
億
六
千

六
百
六
万
六
千
円
を
国
や
県
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま

た
、
お
金
の
都
合
の
で
き
な
い
分

は
、
市
債
と
い
う
借
金
で
支
払
わ
な
け

卜
、
こ
れ
に
繰
入
金
、
諸
収
入
、
財
産

収
入
な
ど
を
加
え
た
自
主
的
に
使
え
る

財
源
は
四
十
一
パ
ー
＋
．
》
ト
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る
地

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．
こ
れ
が
十
三
億
八

千
五
百
十
万
円
で
す
。

　当

市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に
学
校

施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
財
政
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　市では

経
費
の
節
減
を
は
か
る
一

方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
で
手
当
す

る
な
ど
苦
し
い
や
り
、
＼
り
に
よ
り
、
歳

出
に
見
合
っ
た
財
源
の
確
保
に
努
力
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

35

円囎
成
上

謝
　
平
計

2年度一般会計歳出予算に
した主な事業及び事業費　　（単位・千円〕

事業費

546，1）90
備

事業名
道整市

事業費

742，590

608，512市民温泉プール建設167，298

98，311都市計画街路366，024

　事　業　名
仙南地域広域行政事務組合

負　　担　　金
一市二町組合負担金
補助金・出資金

特別会計繰出金

666，171

130，000

217，410

275，339

斎川小学校校舎等建設

大型店対策資金
融資制度等貸付金

古典芸能伝承の館建設

水と石との語らいの公園
　水芭蕉の森整備

231．093高齢者対策事業
63，730農村総合整備モデ1し

145，636農業施設整備
30，989林造行市

141．422
卜
几
又

　
雪
β

←也
コ
方

ス　
　

二
日

テ
照

場
間

球野
夜

36、772新林業構造改善事業

133，146公営住宅建設164，000異常気象災害対策融資預託金

60，549

白石川緑地142，439興振産畜
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自
石
市
で
は
、
毎
年
五
月
上
旬
「
全
日
本
こ
け

し
コ
ン
ヶ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

　
男
は
仕
事
を
し
て
い
る
後
姿
が
美
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
六
月
の
．
各
社
の
株
主
総
会
で
私
の
同
級
生
二
人

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
ブ
さ
れ
た
。
住
友
海
上
の
副
社

長
に
就
任
し
た
佐
々
木
惇
君
と
、
七
十
七
銀
行
の

副
頭
取
に
就
任
し
た
勝
又
康
行
君
で
あ
る
。

　
反
面
、
か
つ
て
こ
の
欄
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
、
協
和
埼
玉
銀
行
の
頭
取
増
野
武
夫
君
が
一
連

の
事
件
の
責
任
を
と
っ
て
、
辞
任
し
て
い
る
。
再

起
を
心
よ
り
祈
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
友
へ
達
を
仕
事
の
場
所
に
訪
ね
る
と

自
宅
で
会
っ
た
時
に
は
想
像
も
で
き
な
い
厳
し
い

雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
日
、
佐
々
木
君
の
お
嬢
さ
ん
で

あ
る
り
え
さ
ん
の
結
婚
式
が
あ
り
、
私
も
妻
と
共

に
ご
招
侍
頂
き
こ
ん
な
話
を
し
た
。

こ
れ
は
そ
も
、
美
貌
の
ゆ
ゑ
に
望
ま
れ
て
、

花
乙
女
、
十
七
の
日
に
、
福
島
の
旧
家
か
ら
、

み
ち
の
奥
、
蔵
王
の
ふ
も
と
白
石
の
、

大
き
な
炉
の
あ
る
大
き
な
家
に
稼
ぎ
来
て
、

《
殿
様
》
の
主
に
仕
へ
、
子
を
な
し
て
、

傾
く
家
運
を
女
手
の
細
き
に
支
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
し
こ

戦
の
庭
に
つ
か
は
し
た
た
っ
た
一
人
の
愛
児
は

還
れ
ば
あ
は
や
生
け
る
屍
、

　
　
　
ナ
モ
と
せ

か
く
て
四
十
年
に
余
る
歳
月
を
、
け
な
げ
に
も

消
え
が
て
の
炉
の
火
を
守
り
続
け
て
き
た

会
場
の
近
く
沢
端
川
の
ほ
と
り
に
立
つ
「
こ
け
し

の
碑
」
に
黙
禧
を
捧
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

碑
に
は
堀
口
大
學
の
「
こ
け
し
は
な
ん
で
か
わ
い

い
か
　
思
う
思
い
を
言
わ
ぬ
か
ら
」
と
い
う
詩
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
白
石
の
女
性
鈴
木
梅
子
が
出
版
し
た
詩
集
「
を

ん
な
」
の
序
に
代
え
て
、
大
學
は
次
の
よ
う
な
詩

を
贈
っ
て
拾
り
ま
す
。

を
ん
な
の
詩
の
墓
、
女
の
墓
。

　
　
ー
鈴
木
梅
子
　
詩
集
「
を
ん
な
」
よ
り
1

　
消
え
が
て
の
旧
家
を
守
る
苦
し
さ
の
救
い
を
詩

に
求
め
た
梅
子
の
師
が
、
堀
口
大
學
で
し
た
。
美

貌
の
愛
弟
子
と
こ
け
し
の
イ
メ
ー
ジ
を
だ
ぶ
ら
せ

て
歌
っ
た
の
が
「
こ
け
し
の
詩
」
で
す
。

こ

け

し

の

詩

●
市
長

川

井

市民会館の前にあるrこけしの碑」

　
え
り
さ
ん
、
あ
な
た
の
ご
主
人
は
ド
イ
ツ
興
銀

に
勤
務
中
で
あ
り
、
ニ
ヘ
は
フ
ラ
ン
ヶ
フ
ル
ト
で

生
活
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
嫁
が
れ
る

家
は
神
奈
川
県
足
柄
郡
き
っ
て
の
旧
家
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
私
は
、
あ
な
た
に
「
こ
け
し
の
詩
」

を
お
贈
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
梅
子
は
明
治
の
女

性
で
し
た
。
あ
な
た
は
最
も
近
代
的
な
女
性
で
す

名
門
の
家
に
嫁
が
れ
て
も
、
「
思
う
思
い
を
言
わ
ね

か
ら
」
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
の
意
見
は
き
っ

ち
り
と
ご
両
親
に
お
話
を
し
て
、
ご
理
解
を
得
て

二
人
の
家
庭
を
築
き
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
一
番
感
激
し
て
涙
ぐ
ま
ん
ば
か
り
で
い
た
の
は

花
嫁
の
父
親
で
あ
る
佐
々
木
惇
君
で
あ
っ
た
。
同

席
し
て
い
た
埼
玉
大
学
教
授
の
田
中
一
盛
君
も
、

つ
く
づ
く
嘆
息
し
て
曰
く
「
俺
も
娘
だ
け
三
人
だ

か
ら
な
あ
」

　
娘
の
父
親
と
は
、
全
く
た
わ
い
の
な
い
も
の
で

あ
る
。

貞

7

、みなさんからの素敵な

情報を待つてます一

親孝行してますか？

宮城野・信夫姉妹が父のあだ討ち

をしてから350年たったことを記念

した祭典が5月26日、孝子堂、J　R

白石蔵王駅構内で開かれました。

宮城野・信夫は、目の前で無情に

も片倉家家臣・志賀団七に切り殺さ

れた父・与太郎のあだを討つため江

戸で武術を学び、白石河原で見事本

懐を果したといわれています。

白石市観光協会や自石市文化協会

など主催者側は、「このような孝行話

を言吾りf云えることでまちおこしに役

立てば……」と、法要の他、神楽や

踊りなど様々な催し物を企画してく

れました。

リアルな訓練に真剣な表情

6月12日の県民防災の日、越河地

区を会場に、約700名が参加して、

総合防災訓練が行われました。

今回は、自衛隊の炊飯車による炊

き出し訓練や、煙を充満させたビニ

ールハウスの中を通り抜けるという

煙中避難訓練など、充実した内容ぶ

り。特に、煙中避難訓練に参加した越

河小学校の子どもたちは、“何も見え

ない’”と、煙の恐ろしさに、真剣

な表情を隠せませんでした。

野

　環境のやさしい工場です　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　、ト．ガ
　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　5千nfを緑地に充て、4万5千本の
　　　　　　　　　　木を植えて、工場の周りを森で囲も
福岡長袋の天王農工団地に新工場

を建設しているミドリ安全工業（椥白

石工場で、6月8日、環境保全林の

植樹祭が行われ、高さ2m、幅7m

のマウンドにシラカ3、ヤマモミジ

など白石の植生に合った16種の苗木

1，500本を松村不二夫社長、川井市

長ほか関係者がていねいに植えまし

うという予定です。

植樹に引き続いて中央公民館で、

森作り計画を指導している宮脇昭横

浜国立大学教授・環境科学研究セン

ター長による「ふるさとの森づくり」

と題した講演会が行われ、私たちの

足元からできる緑の再生を訴えてい

ました。

能楽堂に響く謡の調べ

ツツジの花が満開の古典芸能伝承

の館で6月16日、白石喜多会の能楽

堂落成記念大会が開かれました。

大会では、祝いの謡で最も格式の

高い「翁」で幕を開き、なじみの深

い「高砂」や仕舞などが次々と披露

されました。また、仙台市から仙台

喜桜会、東北電力喜多会が特別出演

し、大会に華を添えました。

集まった約100人の市民は、木の

香りが漂う能舞台で繰り広げられる

伝統芸能を熱心に見入っていました。

緊迫したイラク情勢を語る

－『響卜’酬’偏一“掃
「
趨
愉

■
重

　6月18日、古典芸能伝承の館で駐

イラク大使の片倉邦雄さんを招いて、

国際文化講演会が開かれました。

片倉大使は、自石城主片倉小十郎

の姉喜多から数えて12代にあたり、

滝の観音に喜多の墓があるなど白石

市とは大変にゆかりの深い方です。

講演会では、中東湾岸戦争の最中

に日本人人質の解放にあたった際の

エピソードなどの貴重な話や、中東

のお国柄をユーモアを混じえながら

言舌をされました。

翌日は滝の観音や傑山寺をお参り

され、祖先を偲んでいました。

いいねエ水と歴史のまち白石

6月9日、益岡公園をメイン会場

に、TBC・ラジオウォーク’91「自

石ホワでトウす一ク」と題する、ユ

ニーケな趣向をこらしたラジオ番組

が行われました。

これは、ラジオを片手に歩きなが

ら、その町の歴史や文化にふれると

いうもので、2千人以上もの入が益

岡公園を出発し、片倉家廟所や傑山

寺など、自石の名所を巡りました。

　　　　配丁ワ1トウ㍗）

　　騰溜蔦

腰．，騨

歩き終わった後も、村下孝蔵のコ

ンサートや、いろいろな商品が当た

る大抽選会が催され、参加した人た

ちを終始楽しませてくれました。

大きなプールに歓声

　水に親しみ、慣れてもらおうと、

スポーツメでト蔵王が第二幼稚園の

園児120名を招待して、6月13日にプ

ール遊びが行われました。

　　　　　　　昏
　〆嘘　　　ゴ　　　『
　　デ　　ず　　ワヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま　　　　　　　　　 り

　　β　　　　　　　　　　　窟　鮎’直
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　一　

ず

　　　　　　　　
冒

繕
訊

’

日頃、園内の浅いプールで遊んで

いる子どもたちは、大きなプールに

びっくり。2つのグ，レープに別れて

さっそ1水に入り、バタ足に挑戦し

たン）、大きなスポンジで水乗りを楽

しんだりして歓声を上げていました。

この子たちの中から、世界を代表

するスイマーが生まれたらすばらし

いですね。

6



白
石
中
央
公
民
館

　
　
　
英
会
話
サ
ー
ク
ル

④

障

　
（
『
一

　
じ
ぜ

　
■
寧

　
管
一

　
こ
げ

　
O
一

　
つ
し

｛
℃
パ
．

’
〃

ノ

ケ　
“

弓

雑

置

一マィサーワ鴉．
窪

一

語
学
に
近
道
は

　
　
　
　
　
　
　
な
さ
そ
う
だ
”

　
昭
和
五
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
丁
度

八
年
。
当
初
三
十
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
の
だ
が
、
今
で
は
十
名
前
後
。

　
毎
週
一
回
。
木
曜
夜
七
時
か
ら
約
二

時
間
。
テ
ー
プ
を
聴
い
て
自
分
な
り
に

大
要
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

相
手
の
話
が
理
解
で
き
な
い
の
で
は
話

に
な
ら
な
い
。

　
講
師
の
佐
藤
智
恵
子
先
生
は
、
外
国

留
学
の
経
験
も
あ
り
、
知
識
も
豊
富
だ
。

若
い
の
に
教
え
方
が
う
ま
い
。
大
人
相

手
に
よ
く
あ
れ
ま
で
ま
と
め
抜
い
て
い

る
と
思
う
。
会
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
。

　
会
員
た
ち
は
、
地
昧
だ
が
あ
る
種
の

情
熱
を
秘
め
て
い
る
。
け
ん
め
い
さ
の

中
に
一
抹
の
不
安
を
か
か
え
て
い
る
。

そ
れ
を
振
り
切
っ
て
挑
戦
す
る
。
疑
問

が
ふ
く
ら
ん
で
議
論
に
な
る
。
時
代
感

覚
に
・
κ
、
っ
た
豊
富
な
知
識
が
と
び
出
す
。

結
局
笑
い
に
包
ま
れ
て
、
暖
か
い
雰
囲

気
が
全
体
を
漂
う
。

　
一
年
か
か
っ
て
シ
ド
ニ
ー
・
シ
ェ
ル

門

鎗
　
V

脇
貞
　
造

馨

蔽

ダ
ン
の
「
ド
リ
ッ
ピ
ー
」
を
終
え
る
。

六
月
か
ら
「
コ
イ
ン
の
冒
険
」
に
入
る
。

教
材
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
だ
が
、

我
々
に
は
も
う
一
つ
の
壁
が
あ
る
。
英

語
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
日
本
語

的
発
想
と
日
本
語
的
表
現
が
邪
魔
を
す

る
の
だ
。
こ
の
壁
を
破
る
に
は
訓
練
し

か
な
い
。
効
果
的
な
近
道
は
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
英
会
話
サ
ー
ク
ル
も
、

今
・
て
れ
に
挑
戦
し
て
い
る
。
国
際
化
の

ウ
ズ
の
中
で
、
一
抹
の
不
安
を
も
ち
続

け
な
が
ら
。

い　1．

8

腐鄭　
　
　
　
■

曳

小
僧
と
猫
の
絵

　
む
が
す
、
あ
る
お
寺
に
お
尚
さ
ん

と
小
僧
が
二
人
で
暮
ら
し
て
い
だ
ん

だ
ど
。
あ
る
と
き
、
小
僧
が
「
和
尚

さ
ん
、
和
尚
さ
ん
。
わ
だ
す
（
わ
た

し
）
も
諸
国
行
脚
す
て
ち
て
ー
が
ら

（
き
た
い
か
ら
）
、
ど
う
か
お
暇
く
な

え
」
ど
願
い
で
だ
ん
だ
ど
。
ほ
ん
で
、

和
尚
さ
ん
が
、
「
ほ
い
ず
ア
（
そ
れ
は
）

え
ー
ご
っ
た
が
ら
（
よ
い
こ
と
だ
か

ら
）
行
っ
て
こ
オ
、
行
っ
て
こ
オ
」

ど
言
っ
て
、
銭
ば
け
だ
ん
だ
ど
。
ほ

う
し
て
旅
さ
出
る
朝
、
和
尚
さ
ん
が

「
旅
し
て
る
う
ち
に
空
き
家
さ
寝
っ

と
じ
は
、
必
ず
真
ん
中
の
部
屋
さ
寝

ろ
よ
。
紙
さ
描
い
だ
ネ
ゴ
（
猫
）
の

絵
ば
け
で
や
っ
か
ら
（
く
れ
て
や
る

か
ら
）
、
部
屋
の
中
さ
散
ら
が
す
て
お

げ
よ
」
と
教
え
た
ん
だ
ど
。
小
僧
は

旅
ば
重
ね
で
、
あ
る
村
さ
行
っ
た
げ

ん
と
も
、
泊
め
で
け
る
家
が
な
い
ん

で
、
困
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ

の
う
ち
に
、
誰
も
い
な
い
空
き
家
ば

見
つ
げ
だ
ん
で
、
泊
ま
る
ご
ど
に
し

た
ん
だ
ど
。
小
僧
は
和
尚
さ
ん
の
言

わ
っ
た
と
お
り
、
真
ん
中
の
部
屋
さ

寝
る
ご
ど
に
し
て
、
ム
シ
ロ
ば
敷
い

て
、
ネ
コ
の
絵
ば
散
ら
か
し
た
ん
だ

ど
。
ほ
う
し
て
、
夜
中
に
ふ
と
目
を

さ
ま
す
と
「
ミ
ス
リ
（
ミ
シ
リ
）
、
ミ

ス
リ
」
と
い
う
足
音
が
し
た
ん
で
、

小
僧
は
お
っ
か
な
ぐ
な
っ
て
（
恐
く

な
っ
て
）
、
布
団
ば
か
ぶ
っ
て
息
を
殺

し
て
寝
て
る
と
、
に
わ
が
に
周
り
が

騒
が
し
く
な
っ
て
き
た
ん
だ
ど
。
ほ

の
う
ち
に
、
上
へ
下
へ
の
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
ん
だ
ど
。
ほ
の
う
ち
に
騒
ぎ

が
お
さ
ま
り
、
夜
が
明
け
て
き
た
ん

で
、
び
ぐ
ら
び
ぐ
ら
（
び
く
び
く
）

し
な
が
ら
起
き
て
見
て
、
び
っ
く
り

し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。
座
敷
の
す

ま
こ
（
隅
）
に
小
牛
ぐ
ら
い
の
お
っ

ち
な
（
大
き
な
）
ネ
ズ
ミ
が
血
だ
ら

げ
に
な
っ
て
死
ん
で
だ
ん
だ
ど
。
小

僧
が
ネ
コ
の
絵
ば
見
っ
と
、
ど
の
絵

の
ネ
コ
の
口
に
も
、
べ
っ
た
り
血
が

く
っ
つ
い
で
だ
ん
だ
ど
。
夜
中
に
ネ

ズ
ミ
の
化
物
が
や
っ
て
き
た
の
き
、

紙
さ
描
い
た
才
コ
ど
も
が
紙
が
ら
抜

け
出
し
て
、
飛
び
か
か
っ
て
噛
み
殺

し
た
ん
だ
ど
。
こ
ん
で
お
す
め
ー
、

チ
ャ
ン
、
チ
ャ
ン
q

ダZ
’

盈
貸
、
舞
・
a
角
・
、
塁
・
婁
m
二
塗
呂
§
季
凸
偶
［
承
一
・
◎
窒
寧

一
・

　
　
　
　
　
鼻
　
　
　
　
、
　
無

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
、
噂
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

船山みのりちゃん（本郷第四

釜愛
勢

鍍雪

鉾學

ε鏡
＄幅

¢學

睾
訴豊娼

ε「三

乖
承

＄！象

誇◎

』承r
融「』

呂、

讃　、実さ在・のり子さんの長女　あ
瞬魯ママかbひとしと　　　　　　　　　　　璽
窃學　“三人の男の中の女の子なので　　　　　　　寧

験　　女らしくやさし侑ってほしい，・色
　ヂニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1奉パパからひとこと　　　　巻
ら　　‘‘健康が第一！”

邑
冊
、

罫
の
仙
義
忌

★わが家のアイドルを
　　　　　　募集しますノ
市長公室広報広聴係　豊25－2111

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
鐘
2
・

　
　
　
　
　
　
　
　
金
戸
誇
・
・
駕
■
』
麓
・
■
鰐
・
窓
・
「
■
窓
・
げ
　
　
　
　
・
窓
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
敏
子

　
孫
守
り
て
野
道
歩
め
ば
風
清
し
蛙
の
声
は
身
を
つ
つ

　
み
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

　
雨
あ
が
り
の
木
々
の
若
葉
に
陽
は
映
え
て
雨
滴
光
り

　
て
緑
目
に
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

　
う
ぐ
ひ
す
の
声
し
き
り
な
る
山
路
を
登
り
見
渡
す
風

　
す
ぐ
る
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

　
　
「
評
」
一
首
目
、
的
確
な
情
景
把
握
と
一
人
居
の
淋

　
し
さ
が
内
在
し
、
巧
み
に
一
首
を
ま
と
め
て
良
い
歌
。

　
二
首
目
、
歌
は
た
し
か
な
観
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ

　
の
歌
は
、
萌
え
出
づ
る
早
春
の
木
々
の
緑
に
春
の
よ

　
ろ
こ
び
と
お
ど
ろ
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
三
首
目
、

　
勤
労
の
よ
ろ
こ
び
の
歌
。
雨
を
待
つ
心
情
が
出
て
い
る
。

岡
幽
　
鈴
木
貞
二
選

　
か
た
か
ご
の
花
の
気
品
や
小
さ
く
群
れ
　
若
桑
げ
ん
じ

　
掛
軸
を
と
り
換
へ
し
座
や
新
茶
酌
む
　
岩
沢
　
伍
峯

　
は
げ
し
き
も
落
花
に
音
の
な
か
り
け
り
　
佐
藤
　
周
子

、

鍔
・
山
串
・
欝
・
・
鴬
4
r
駕
・
盆
’
＄
▼
窓
・
・
窓
・
・
§
・
・
釜
・
『
霧
・
ー
纏
・
含
・
げ
釜
・
辱
診
・
i
詫
　
・
釜
「
，
釜
・
p
翁
β
，
診
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
寓
・

ぎヒ
窓舜念a塗食β舜倦含’舜鐘凸舜含呂一承

〆

眞

謹田
■
碑

　　　　　　「防火ポスター」

　　　　津村　　智（長峰分校

㊥・職｝繊｝儒・｛舵・

脚紛
　
一
人
の
書
を

の

駕
　
つ
の
色
に
あ
ら
ざ
り

駕締
㊥
　
あ
て
雨
音
を
聞
く

紛紛駕
　
心
安
ら
、
ぐ

爾駕
紺
　
泪
湧
き
く
る

樹紛劔
　
た
聞
く
由
も
な
し

爾㈹
蹴
霧
◎
じ
o
霞
：
：
い

η1

股
兵
三
選

ガ
ス
の
火
の
蒼
く
燃
え
立
つ
厨
辺
に
青
菜
ゆ
で
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
敏
子

さ
ま
ざ
ま
に
萌
え
出
る
若
芽
眺
め
つ
つ
萌
黄
は
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
泰
孝

明
日
よ
り
た
ば
こ
植
え
ん
と
夜
半
に
覚
め
耳
に
掌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

手
造
り
の
味
噌
仕
込
み
終
え
山
吹
の
花
咲
き
盛
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
正
子

卒
業
証
書
を
受
く
る
と
進
み
ゆ
く
児
ら
の
清
き
瞳
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
祐
子

田
も
畑
も
機
器
の
響
き
は
絶
え
問
な
く
早
乙
女
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
兼
三

幼
児
の
指
差
す
方
に
紅
の
枝
絡
み
あ
う
薮
椿
の
花

　
　
　
　
　
　
一
　
駕
・
・
釜
・
・
諺
・
』
釜
・
・
◎
　
餐
層
一
・
纏
・
緯
♪
、
睾
，
ゾ
誘
・

こ
け
し
祭
新
緑
も
濃
く
賑
は
へ
り

　
　
し
べ

白
牡
丹
蕊
の
ほ
と
り
は
黄
ば
み
け
り

観
光
の
客
ぎ
っ
し
り
と
バ
ス
薄
暑

老
鶯
や
古
墳
巡
り
の
道
す
が
ら

太
鼓
山
車
二
拍
子
変
り
三
拍
子

小
手
毬
も
咲
き
て
腰
痛
う
す
ら
ぎ
ぬ

鳥
の
子
三
つ
揃
っ
て
試
し
飛
ぶ

　
「
評
」
一
句
目
、

が
あ
り
可
憐
で
あ
る
。
二
句
目
、

餐
p
◎
・
ム
葱
戸
・
◎
・
”
麓
・
・
釜
　

【
一
　
｛
W
　
ハ
”
　
員
　
　
門
一
　
・
縄
・
・
◎
・
辱
◎
7

る鴨る0ケツサワ

　
　
　
　
　
　
片
栗
の
花
の
こ
と
で
、

百
合
の
よ
う
に
咲
い
て
小
さ
く
群
生
す
る
花
。
気
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
気
分
も
軸

が
挫
け
換
え
ら
れ
て
あ
る
た
め
で
あ
る
。
新
茶
を
静

か
に
酌
む
あ
る
朝
の
座
で
あ
る
。
余
生
も
ま
た
楽
し

〇
七
月
の
例
会
は
、
二
十
八
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
重
　
　
鈴
木
誤
差
選

　
　
　
　
う

や
き
と
り
を
肴
に
野
鳥
保
護
談
義
　
　
四
竈
　
英
夫

》
筥
・
・
鉾
・
誘
・
乾
・
金
　
　
”
　
ハ
一
　
・
窓
・
－
憲
・
－
霧
・
窓
　
　
”
　
　
”
　

｝
　
・
釜
　
n
“
　
f

佐
藤
善
夫

佐
藤
麻
緒

鈴
木
鉄
二
郎

三
浦
愛
嶺

日
下
　
　
文

近
内
　
キ
ヨ

鈴
木
民
子

　
六
弁
の
姫

浄
・
穏
盛

』』購

　　　　「虹の橋」
　　　　よしひニ　　大浦　善彦（小原小2年）

　
姑
の
座
少
し
ゆ
ず
っ
て
嫁
迎
え

　
ふ
り
か
え
り
見
れ
ば
む
こ
う
も
ふ
り
返
り

　
美
男
よ
り
諭
吉
に
媚
び
る
ネ
オ
ン
街

　
昇
進
を
妻
の
涙
で
痛
感
す

　
か
も
し
か
が
軒
場
ま
で
来
る
過
疎
の
村

　
価
値
観
が
違
っ
て
ま
ず
い
酒
に
な
り

　
健
康
が
幸
せ
と
知
る
生
き
地
獄

　
戦
終
っ
て
も
救
わ
れ
ぬ
避
難
民

　
妻
入
院
口
で
は
偉
そ
に
任
し
と
き

　
「
評
」
一
旬
目
、
酒
の
さ
か
な
に
、

　
べ
な
が
ら
も
、

　
み
る
と
コ
ッ
ケ
イ
で
す
ね
。
二
句
目
、

　
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
る
お
嫁
さ
ん
は
、

　
》
つ
カ

　
〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

　
ガ
キ
に
住
所
・

　
報
広
聴
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

・
釜
　
・
璽
”
　
・
冨
・
・
釜
　

ハ
“
　
門
”
　
翁
・
・
鍵
V
　
・
ハ
鳶
・
・
蒙
Ψ
　
【
一
　
、
一
　
釜
　

（
W
　
、

　
　
　
　
　
一
　
麗
臼
・
写
一
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
や
き
と
り
を
食

　
　
野
鳥
を
大
切
に
な
ど
と
は
、
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
お
姑

　
　
　
　
　
　
　
　
幸
せ
で
す
・
ど

こ
主
人
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
封
筒
ま
た
は
ハ

　
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

（
自
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

　
　
　
　
§
イ

　
　
　
　
　
ゆ

佐
藤
武
雄
　
駕

　
　
　
　
　
ゆ

米
沢
礼
子
　
駕

近
江
孫
太
郎
　
蹴

　
　
　
　
　
粥

大
沼
妙
子
　
㈹

斎
藤
平
吉
　
締

　
　
　
　
　
す

草
野
　
　
清
　
㈲

小
野
嘉
津
子
爾

　
　
　
　
　
ゆ

近
内
キ
ョ
　
鰯

大
槻
愛
子
働

　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
麓

　
　
　
　
　
濁

　
　
　
　
　
就

　
　
　
　
　
紛

　
　
　
　
　
跡

　
　
　
　
　
跡

　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
　
軍

　
　
　
　
◎
艦

9
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、

ごみ処理・環境美化にご協力ください

縫啄ヂ

畿

、
義
壌
達

鰭
．
，
κ
　
了

　
　
藤
』
一

　
」
誤
　
　
、
’
丘

　
　

　
イ
ゴ

　
　
，
蒐
箔

　
　
鷺
池

　
　
『
議

、
：
癒
〆
へ

鍵
事

ま
，

、
ず
う

ゑ

ζ響、

　一　　　n　㌣
旨　r

一
一

　
　
垂
　
　
鞠

　
　
　
謡

　
　
ミ
，
む
下

・
献

箋
野
乎
亀

　
　
　
コ
パ
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
嘩
．
ぜ

ナ
噺

　
　
　
　
　
　
　
摺

捌

鷺
緋盛

・
－
．
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

・
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
、
午
前

八
時
ま
で
に
出
し
、
滲
、
れ
以
外
は
絶
対

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
指
定
の
ご
み
袋
に
口
一
杯
つ

め
込
ま
ず
、
少
々
余
裕
を
も
っ
て
口
元

を
し
っ
か
り
結
ん
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。・

食
べ
残
し
、
残
飯
類
の
生
ご
み
は
、

よ
く
水
切
り
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

。
燃
え
る
ご
み
の
中
に
、
ビ
ン
・
缶
等

の
燃
え
な
い
ご
み
は
混
ぜ
な
い
こ
と
。

ま
た
、
有
毒
ガ
ス
な
ど
を
出
す
危
険
な

ご
み
は
、
絶
対
に
出
さ
ず
、
自
家
処
理

ま
た
は
販
売
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

・

∵
燃
え
な
い
ご
み
の

　
　
　
　
　
出
し
方
に
つ
い
て

・
空
ビ
ン
、
空
缶
類
は
中
昧
を
全
部
出

し
、
空
ビ
ン
の
ふ
た
を
は
ず
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
市
指
定
の
燃
え
な
い
ご
み
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

・
使
い
捨
て
の
習
慣
を
改
め
、
使
用
済

容
器
も
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ビ
ン
・
缶
・
新
聞
・
雑
誌
等
は
、
資

源
回
収
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ッ
環
境
美
化
に
つ
い
て

。
ご
み
の
持
ち
帰
り
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し

よ
＞
つ
o

・
ご
み
集
積
所
の
清
掃
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
り
ご
み
袋
の
指
定
に
つ
い
て

・
今
年
十
月
よ
り
、
燃
え
る
ご
み
、
燃

え
な
い
ご
み
の
ご
み
袋
を
透
明
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
指
定
す
る
計
画
で
す
。
現
在

使
用
し
て
い
る
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
、

十
月
以
降
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
　
自
石
市
保
健
衛
生
課

　
　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

10月から燃えるごみも透明の袋に入れるようになります雁伽罰唾

　　　　　　　　　　　発泡スチロールガラス・せともの・びん類　　プラスチック容器類くそのままだして下さい）かん類・金属容器

　
、
〃
　
　
　
　
　
　
も

　
　
ノ
　
　
サ

　
　
　
霧

4姦　
　
　
　
　
麓

平成3年度「「

　安全週間賀～％

みんなで決意みんなで努力前進させよう職場の安全

　
労
働
災
害
に
よ
る
被
災
者
数
は
、
全

体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

今
な
お
年
間
七
十
五
万
人
に
も
及
び
、

し
か
も
、
近
年
澱
曳
の
減
少
率
が
低
下

し
、
重
大
災
害
に
よ
る
被
災
者
は
む
し

ろ
増
加
す
る
兆
し
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
死
亡
災
害
の
多
く
は
、

生
産
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
中

で
、
こ
れ
に
対
応
し
た
安
全
対
策
が
十

分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
発
生
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
事
項
を
徹
底
し
、
災

害
の
な
い
安
全
な
職
場
づ
く
り
に
努
力

し
ま
し
よ
う
o

●
各
ク
ラ
ス
管
理
監
督
者
の
安
全
管
理

　
活
動
の
積
極
的
な
展
開

●
機
械
や
仮
設
設
備
の
安
全
対
策
の
徹

　
底

●
新
規
採
用
者
等
に
対
す
る
安
全
教
育

　
の
実
施

　
　
　

）

　
　
　
　
り
】

　
　

よ
　
一

　
　
　
　
だ
一

　
　
－
税
　
一

　
　
　
　
国
一

　
　
　
〆
隻

　
人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、

（
税
務
大
学
校
学
生
）

ま
す
。

罎、趣

　
　
税
務
職
員

を
募
集
し
て

税
務
職
員
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

　
　
　
税
務
職
員
は
、
国
家
公
務
員
採
用
皿

　
　
　
種
試
験
（
税
務
）
に
合
格
し
た
人
の
中

　
　
　
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
○
受
験
資
格

　
　
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
　
　
四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　
　
た
人

い
　
　
9
堂
験
申
込
受
付
期
間

　
　
　
七
月
三
日
（
水
）
～
十
日
（
水
）

　
　
　
○
受
験
申
込
先

　
希
望
す
る
受
験
地
の
人
事
院
地
方
事

　
務
局
へ

○
試
験
日
と
試
験
内
容

　
第
一
次
試
駅
（
教
養
試
験
、
適
性
試

　
験
、
作
文
試
験
）

　
平
成
三
年
九
月
二
十
九
日
（
日
）

○
合
格
者
発
表

　
第
一
次
試
験
合
格
者
発
表
は
十
一
月

　
一
日
（
金
）

　
な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
仙

台
国
税
局
人
事
二
課
費
〇
二
二
－
二
六

三
－
一
一
一
一
内
線
三
二
三
六
又
は
最

寄
り
の
税
務
署
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

印
鑑
の
売
買
契
約
に

　
　
　
　
　
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
「
印
鑑
を
作
り
変
え
れ
ば
、
難
を
印
で

　
　
　
　
　
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
勧
め
ら
れ
、

　
「
占
い
に
よ
り
高
額
商
品
を
買
う
は

め
に
な
っ
た
」
と
の
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
求
め
る
た

め
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
に
の
め
り
込
み
、

三
百
万
円
以
上
の
借
金
を
し
て
多
重
債

務
に
陥
っ
た
若
者
も
出
て
い
ま
す
。

　
I
A
君
は
ア
パ
ー
ト
に
一
人
暮
ら

し
の
会
社
員
。
休
日
に
印
鑑
会
社
名
を

名
乗
る
二
人
の
男
の
訪
問
を
受
け
た
。

二
入
は
姓
名
判
断
を
し
て
「
あ
な
た
の

名
前
が
悪
く
、
突
発
的
な
病
気
を
す
る
。

出
世
で
き
な
い
」
な
ど
と
、
気
が
滅
入

る
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
三
本
二
十
六
万
円
で
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。
一
人
に
な
っ
て
考
え
て
み

る
と
、
科
学
的
で
な
い
と
思
っ
た
。
契

約
は
解
除
で
き
な
い
か
。
（
2
2
才
）
1

　
契
約
は
し
た
も
の
の
、
お
か
し
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、
翌
日
相
談
を
寄
せ

た
も
の
で
す
。

　
印
鑑
を
訪
問
販
売
で
購
入
し
た
場

合
、
一
方
的
に
解
除
で
き
る
権
利
（
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
契
約
日
を
含
め
て
八
日
間
の
う
ち

に
、
書
面
を
発
送
す
る
こ
と
で
成
立
し

ま
す
。
A
君
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
手
続
き
を
し
て
解
決
し
ま
し
た
。

　
占
い
が
ら
み
の
こ
の
商
法
は
、
売
り

方
に
問
題
が
あ
り
、
最
近
若
者
の
間
で

占
い
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
た
め
か
、

被
害
者
の
年
齢
層
も
幅
広
く
な
っ
て
い

ま
す
。
就
職
、
進
学
な
ど
で
親
元
を
離

れ
て
生
活
す
る
人
が
多
く
、
一
人
暮
ら

し
の
寂
し
さ
、
不
安
感
に
つ
け
込
ま
れ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
方
は
、
時
々
声
を
か
け
て

あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
幸
せ

に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
多
額
の
借
金
を
負

う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
も
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
一
日
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
“
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

第
四
十
一
回
社
会
を

　
　
　
　
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
七
月
一
日
～
三
十
一
日

　
社
会
構
造
の
複
雑
化
と
共
に
少
年
非

行
の
内
容
も
昔
と
は
か
わ
っ
た
形
で
芽

ば
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
学
校
で
の
暴
力
、
シ
ン
ナ
ー

等
の
吸
引
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
の
暴
老
、

性
的
非
行
と
い
っ
た
よ
う
に
幅
広
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
少
年
非
行
の

発
生
件
数
の
増
加
、
非
行
に
走
る
少
年

の
低
年
齢
化
が
深
刻
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
非
行
は
い
ろ
ん
な
要
因
が
絡
み
合
っ

て
発
生
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
苧
、
う
簡
単

に
解
決
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
非
行
に
か
か
わ
る
周
辺
だ
け
で
は
な

く
、
各
々
の
家
庭
や
学
校
、
職
場
そ
し

て
広
く
地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
な
も
の
な
の
で
す
。

　
青
少
年
の
非
行
化
を
防
止
し
、
健
隻

育
成
に
つ
と
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
築
く
た
め
み
ん
な
で
協
力
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
、
）

　
こ
の
運
動
の
広
報
映
画
コ
夏
、
そ
よ

風
」
が
七
月
二
十
二
日
（
月
）
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
仙
台
放
送
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

　
　
　
築
く
明
る
い
社
会
」

11
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食中毒予防の三原則

露幽　
食
中
毒
の
発
生
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
営
業
施
設
が
原
因
で

発
生
す
る
以
外
に
、
家
庭
で
の
発
生
も
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
二
年
中
に
、
県
内
で
は
二
十
一
件
（
発
病
者
三
一
二
名
）
の
食
中

毒
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
五
件
は
、
魚
介
類
等
を
原
因
食
品
と
す

る
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
食
品
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
次
の
三
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
、

　
　
　
　
ρ

　
4
　
　
　
ー

ヰ
　
　
ヘ
，
　
’

ル
　
　
　
）
・

扉
／

倫
◎
裟

β－

一細菌に時間を与えない一

●調理は手ぎわよくしよう。

●料理は早めに食べよう。

●食べる時間にあわせた調理時間を

　考えよう。

　一人も物も清潔に一

●調理する前、作業中、用便後は必

　ず手洗いをしよう。

●器具・容器はよく洗って煮沸など

　で消毒し、乾燥して使おう。

●ハエ、ネズミを調理場内に入らな

　いようにしよう。

酌

　
、
　
’

　
ー
‘
ア
も

，
O

　
　
　
　
O

薇
へ
笈

　
θ
　
　
　
　
¢

㌧
湾
嵐
亀

　
6
ぐ

一細菌を殺し、増加をおさえる

●熱を加える物は十分に中心まで加熱しよう。

●冷凍庫、冷蔵庫は正しく使おう。

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
夏
は
高
温
多
湿
で
体
力
の
消
耗
が
激

し
い
こ
と
に
加
え
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
車
で
の
多
出
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
っ
て
、
長
距
離
運
転
や
不

慣
れ
な
道
路
に
よ
る
過
労
運
転
等
で
の

交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
開
放
気
分
も
手
伝
っ
た
若

者
に
よ
る
無
謀
運
転
、
深
夜
の
暴
走
運

転
等
が
頻
発
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
こ
の
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
期
間
　
七
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日

◎
運
動
の
重
点

　
●
過
労
運
転
を
引
き
起
こ
す
無
理
な

　
走
行
の
防
止

　
※
車
で
外
出
す
る
際
は
、
無
理
な
計

　画を

避
け
、
疲
労
を
感
じ
た
ら
休
憩

を
と
る
な
ど
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
〃
”

●
若
年
運
転
者
に
よ
る
暴
走
行
為
等

　
悪
質
な
違
反
の
追
放

※
若
者
の
い
る
家
庭
で
は
、
無
謀
運

転
に
つ
な
が
る
行
動
を
防
止
す
る
よ

う
、
常
に
家
庭
で
の
話
し
含
い
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　臨鵡も
Al

4
囲
　 r》‘

∴膿チ．・，

∈∋14イ
噸驚ずI」

鯉を忘れてい㌔

　　（　切9

児
童
手
当

琶

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
大
至
急
、
市
民
課

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
に
は
、
六
月
半
ば
こ
ろ
通
知

し
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

老
人
医
療

　
老
人
（
七
十
歳
以
上
）
の
方
が
病
院

に
か
か
る
場
合
、
保
険
診
療
分
に
つ
い

て
は
一
部
負
担
金
（
外
来
一
か
月
八
O

O
円
、
入
院
一
日
四
〇
〇
円
）
を
納
め

て
い
た
だ
く
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
七
十
歳
の
誕
生
月
に
該
当
す
る
方
々

に
は
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
所
定
の

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
六
十

五
歳
か
ら
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
一
級
か
ら
三
級
・
四
級

　
の
一
部
に
該
当
す
る
方

②
　
国
民
年
金
阻
害
基
礎
年
金
の
｝
級
、

　
二
級
に
該
当
す
る
方

③
）
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ

　
る
方

④
①
、
②
、
③
に
相
当
す
る
障
害
を

　
も
つ
方

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
申
請

を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
院
等
で
止
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
看
護
人
を
つ
け
る

場
合
の
申
請
は
事
前
承
認
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
保
健
衛
生
課
窓
口

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
曾
二
五

－
二
二
一
（
内
線
）
六
〇
五
へ
。

会ク簿
怒

重
度
心
身
障
害
者

　
次
に
該
当
す
る
重
度
の
心
身
障
害
者

の
方
に
は
、
で
き
る
だ
け
医
療
を
受
け

や
す
く
な
る
よ
う
、
一
部
負
担
金
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
、
一
級
、
二
級
に
該
当

　
す
る
方

（
②
　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ

　
る
方

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
登
録

を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
福

祉
係
智
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
一

五
六
へ
。

／Z，《

）雅

　
　
　
’
o
〆

O

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん

現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、

年
に
一
度
誕
生
月
の
は
じ
め
に
現
況
届

の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
用
紙
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
、

市
町
村
長
の
証
明
を
も
ら
い
、
誕
生
月

の
う
ち
に
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国民健康保険

　長い間、会社等に勤めていた方が退職し

たときは、国保に加入することになります。

この場合で、次に該当する方は、退職被保

険者証を交付しますので、市民課に届出し

てください。

加入する人

騨ロ入してい吸廟

糞蝶騰　》
　厚生年金や船員保険・各種

難籔騨麟、
※通算老齢（退職）年金を受給している人は、被
用者年金に20年以上もしくは40歳以降10年以上加
入していること。

／1）加入者と世帯を同一にし、主として加入者の収

　入により生計を維持していること。
2）年間収入がある一定の限度を超えると制限され
　ます。

※70歳以上の扶養家族は、老人保健に入ることに
　なりますので該当しません。

●届け先

臓無・奪圃市民課窓口

　詳しくは、市保健衛生課国民健康保険係（内線
604へどうぞ。

●自己負担の割合

　　　　通院　入院　　一』入院

2割り室口2本
人

2割3割扶
養

家
族

懸備

海
外
在
住
の
日
本
人
も

　
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

　
外
国
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
日
本
人
（
日
本
国
籍
の
あ
る
人
）

も
希
望
に
よ
り
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
外
国
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
国
内
に

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
加
入

申
出
や
保
険
料
の
納
付
は
、
親
族
な
ど

の
協
力
者
や
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金

協
会
を
通
じ
て
行
ラ
こ
と
に
な
り
ま
才
。

国
民
年
金
の
保
険
料
納
入
は

　
　
組
織
加
入
か
口
座
振
替
で

　
保
険
料
は
、
納
付
組
織
や
口
座
振
替

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
納
付
組
織
加
入

　
　
お
す
ま
い
の
地
区
の
婦
人
会
や
納

　
税
組
合
な
ど
の
納
付
組
織
に
加
入
し

　
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
毎
月
役
員
の
方
に
保
険
料
を
集
金

　
し
て
い
た
だ
く
の
で
、
納
め
に
行
く

　
手
間
が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ
も
あ
り

　
ま
せ
ん
。

◎
ロ
座
振
替

　
　
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
の
預
金
口

　
座
か
ら
自
動
振
替
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

　
　
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
払
い
込

　
ま
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
確

　
実
な
方
法
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
盈

二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
二
二
七
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

13
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．●●●　　　　　、
カクテル光線で白熱プ幽

甲

櫨
　
斡

鼠
屡
r
　
・鱒

欝
慧
　
　
　
崩
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
の

　
学
‘
よ

　
》
一
’
か
弐
『
、
・
二
晒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
，
，
．

　
　
㌻
蝋
－
・
遡
耽
F

　
　
　
一
業
　
」
－
馬

　
　
　
』
豪
好
嘉

　
　
　
野
閥
纏
い

　
　
　
　
　
．
，
デ
イ
タ
咀
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
利
用
く
だ
さ
い
ノ

　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
要
望
に
こ
た
え
、
五
月
に
益
岡

　
　
　
　
　
　
公
園
野
球
場
・
庭
球
場
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
オ
！
プ
ン
し

　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
野
球
場
は
、
内
野
で
千
ル
ク
ス
、
庭
球
場
は
、
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
内
で
四
百
二
十
ル
ク
ス
の
明
る
さ
を
保
ち
、
紛
工
費
一
億

　
　
　
　
　
　
三
千
三
百
万
円
と
、
県
南
随
一
の
施
設
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は
、
ナ
イ
タ
ー
に
持
っ
て
こ
い
の
季
節
。
あ

　
　
　
　
　
　
な
た
も
カ
ク
テ
ル
光
線
の
下
で
、
お
も
い
っ
き
り
プ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
を
ヒ

　
　
　
』
　
曽

慶
ζ

一

腿匿踊

○使用期間・時間

　平成3年5月1日～1（1月3】日

　午後9時まで
○使用料

　・野球場照明施設

　　　1時間5．000円
　。庭諺求場照日月方苞言窒

　　　1時間　50〔）円（1面）

※この料金は、市民及び市内の企業

　等に勤務している方の使用料です、

○申込先・受付時間

　　市都市計画課

　　　麿25－2111（内線）243、244

　・受付時間
　　　平　　日　：8目寺30分～17H寺

　　　土曜日：8時30分～12時15分

　※ただし、日曜日、祭日、第2・

　　4土雁禮ヒれよ休みっ

　
　
　
　
　
家
族
そ
ろ
っ
て

　
　
　
　
　
　
花
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

議

　
　
　
　
　
　
白
石
川
緑
地
公
園
内
の
「
分
区
園
」
で
花
づ
く
り
を
楽
し

　
　
　
　
　
み
た
い
方
の
た
め
、
利
用
申
込
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
利
用
料

　
　
一
分
区
園
　
一
年
三
〇
〇
円

○
分
区
園
「
区
画
面
積

　
十
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル

○
そ
の
他

　
●
栽
培
は
、
花
卉
園
芸
に
限
定
す
る
。

　
●
高
さ
を
制
限
し
、
支
桂
一
・
五
メ

　
ー
ト
ル
ま
で
と
す
る
。

　
●
営
利
目
的
は
禁
止
す
る
。

　
●
除
草
、
清
掃
等
、
分
区
園
の
美
化

　
は
、
利
用
者
が
行
う
。

黛

馨
・南

　
●
そ
の
他
緑
地
景
観
維
持
の
た
め
必

　
要
が
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
が
指

　
示
す
る
。

　
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

都
市
計
画
課
盈
二
五
－
一
二
一
一
〔
内

線
）
二
四
三
、
二
四
四
へ
。

鍮
藝
皆

鑑
絋
．
、

鋤　
　

墾
懲
饗
ぐ

．
舞
塗

　　　ヂ

▲分区園

際の
。

　
　
　
　
　
抽

や

勿塑申診り

焦》

髪
」

’
　
｛

騰

遠藤なみ子さん（白

　　　’絃喚矯・’

ピ
ザ
ラ
イ
ス

〔
材
料
〕
一
人
分

ご
は
ん
伽
9
、
卵
1
個
、
べ
ー
コ
ン
ー

枚
、
ビ
ー
マ
ン
ー
個
、
ト
マ
ト
中
－
個
、

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
3
枚
、
ス
キ
ム
ミ
ル

ブ
大
さ
じ
2
、
油
・
こ
し
ょ
う
・
塩
各

少
々
、
小
麦
粉
大
さ
じ
ー

〔
作
り
方
〕

①
ご
は
ん
（
冷
た
く
て
も
良
い
）
に
ス

　キム、

、
、
ル
ヶ
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、
小

　
麦
粉
を
よ
く
混
ぜ
、
形
を
整
え
て
か

　
ら
、
油
で
両
面
に
こ
げ
目
が
つ
く
く

　
ら
い
焼
く
．
、

②
ゆ
で
た
卵
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
を

　
薄
切
り
に
し
、
べ
ー
コ
ン
は
2
㎝
に

　
切
る
。

③
①
の
上
に
⑦
）
を
形
よ
く
並
べ
、
ス
ラ

　
f
ス
チ
ー
ズ
（
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
）

　
を
上
に
の
せ
る
。

④
オ
ー
ブ
ン
で
チ
ー
ズ
が
と
ろ
け
る
く

　
ら
い
焼
い
て
出
来
上
が
り
。

◎
＠
の
㊦
0
②
0

　
●
ピ
ザ
の
台
生
地
に
ご
は
ん
を
使

　
用
。
た
ん
ぱ
く
質
、
カ
ル
シ
ウ

　
ム
も
た
っ
ぷ
り
と
れ
る
ボ
リ
ュ

　
ー
ム
の
あ
る
『
品
で
す
。

　
●
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
ご
は
ん
に
ま

　
ぜ
、
味
も
栄
養
も
ア
ッ
プ
！

一
鋼
、
姥

轍
噛
、
命
一
、

、
苧

ワ
、
　
　
風

禦
響

スキムミルク

　　　　について
牛乳から脂肪分だけを取り除いた

粉乳です，

たん臼質、カrレ5占ム、ヒタミン

B、・B2が豊富に含まれている低脂

肪食品です；

ダイエットにGood！

　特に不足しがちなカ1レシウムの摂

取のためにも、また、牛乳の脂肪が

気になるダイエノト中の方にもおす

すめしたい食品です、

　スキムミルク大さし4杯（20g）

を180m召の水（又は湯）でとかすと、

牛乳1本分と同じ量のカrレシウム約

200mgカごとれます、

〔調理法〕

　水どきしたスキムミ1しクを、カレ

ー
、 シチュー、スーブなどの煮込み

料理に加えると、コクと風味が出ま
す⊂

〔保管〕

　湿気を吸いやすいので、乾燥した

涼しいところにおいてください。

（上昇品目）

　小麦粉・サラダ油・ラノプ・灯油
（下降品目）

　洗濯用合成洗剤・ガソリン
（横ばい品目）

　食パン・即席中華めん・砂糖・しょう

　ゆ・マーガリン・牛乳・バター・ティ

　ッシュペーパー・アルミホイル・理髪
　料・パーマネント料・クリーニング・

　カレーライス・車至享由

（上昇品目）

　食パン・即席中華めん・砂糖・マーガ
　リン・ノマーマネント米斗・火丁ギ由・カソリ

　ン・軽油・ラソプ
（下降品目）

　小麦粉・しょうゆ・サラダ油・牛乳・

　バター・テデッシュペーバー・洗濯用

　合成洗剤・理髪料・カレーライス

※空臼部分は調査品目の変更になったも
　のです，、

消費生活モニター調査結果
調査『謂日・平成3年6月10
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7，カし一モ1
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　　　　　　　自石市図書館　費26－3004

自動車文庫配本所一覧表（2ヶ月毎巡回）

　　　　　　　　　　　　　　平成3年4月現在
　　　　　　　　　　　冊　 数

　氏　名　　　　　住　　所　　　　　　　　文庫種別
醤o，

　　　　　　　　　　　　　　電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　備　考　　　　　　　　　　成入向　　　　　　　　　　　　こども向
1　越河公民館　　　　五賀字南原2－1　　　　　　　　親　子　　　　　　　　　　　50冊　　　　　　　　　　　　50冊　　　　　　　　　　　　　　28－2101
2　越河保育園　　　　五賀宇南原2－6　　　　　　　　こども　　　　　　　　　　　　　　　　内紙芝居10〔幼1　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　28－2233
　菅野と　　　　宇中屋敷73　　　　　　　　親　子　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　25－5824
4　斎川公民館　　　　宇新田尻31　　　　　　　　親　子　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　25－2701
1　佐藤謙五　　　　大町宇愛宕99　　　　　　　　成　人　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　25－3872

図書館利用案内

地区名
号

便

1
号
便
④

2
号
便
⑥

3
号
便
③

4
号
便
（
㈲

特
号
③
v

越河

斎川

大鷹沢

3

4

臼川　　5

大平

，b

大鷹沢公民館

大鷹沢保育園

日川公民館

↓
十光木鈴

高橋憲次

　大平公民館1

白石

　3
白石　1

2

福岡

　4

働く婦への家

第2幼稚園
勤労青少年ホーム

老人福祉センター

深谷保育園

福岡公民館

　深谷公民館5

福岡　1
寿山　2

小原　3

岡部捨男

東保育園

小原保育園

三沢字五丁目48

三沢宇竹の中1－1

津田字内堀6－1

犬‡都姿字岩の上40－2

内親字向前亀

中目宇西田7

新館町1－21

南町2－2－1

益岡町1－16

蔵本字薬師堂23

深谷字南沖26

長袋字陣場が丘12－1

深谷字南沖21

八宮字不忘山249

寿山15－8

字原11－2

親　子

もどッ
一

親　子

成　入

親　子

親　子

親　子

もどヲ
」

成　人

成　人

もド
」

り
』

親　子

親　子

成　人

もど↓
」

もどワ
一

50

50

30

20

50

80

50

50

50

50

20

50

20

50

20

50

20

60

20

50

50

20

20

25－2711

24－5740

27－2工01

27－2233

27－2251

25－2338

25－5095

25－6326

25－3720

25－3660

25－5096

25－2249

24－4540

24－8213

25－2059

29－2556

内紙芝居10〔幼）

内紙芝居5（幼）

内紙芝居10（幼）

内紙芝居10（幼）

幅聯3水）

（隔月第4金〉

内紙芝居10〔幼）

（隔月第2火）

内紙芝居10（幼〉

○開館時間

月～土曜日　9時～16時55分

日曜日10時～16時
O休館目　7月31日伽月末整理日

17

※日程等は、先月号参考、又は市図書館へ

　　　☆夏休み子ども会
○日時7月30日（火）10時～12時

○場所白石市図書館一般閲覧室

O内容
●石ころに色をぬっていろんなも

　のを作ってみよう。

’●昔ばなし読み聞かせ

○対象・定員　小学生　30名

○参加費無　料
O持参するもの　手ふき

○申込先　自石市図書館

○協　力　白石絵本を楽しむ会

　　☆手づくり絵本講習会
　　　　　“誰にでもできる楽しい絵本づくり”
O日時・内容　　　　　　　　　　　　○場　所　自石市図書館一般閲覧室

●第1回目　　　　　　　　　　’　○講　師　自石絵本を楽しむ会会長

7月24日伽　9時30分～12時

絵本のシナリオについて

●第2回目

8月2日（金）g時30分～12時

本の中身づくりと製本

●第3回目
8月8日（木）　9時…30分～12日寺

製本、完成

※3回通して受講してください。

　　　　　鈴木智恵子さん
O対　象　どなたでも参加できます

が、小学4年生以下は親子で参加

してください。

○定員30名
○参加費　300円（材料代）

○申込期限　7月18日休）白石市図書

　　　館へ9

　一新着図書案内（抄）一

＊企画をモノにする情報収集術

　　　　　　森　彰英著＊悟りの原理　　　　大川　隆法著！
＊家紋秘められた歴史　楠戸　義昭　著
＊イスラエルV　S．アラブー誤解と真実

一　 ニアイースト・リポート編
＊離島めぐり15万キロ　ー島の博士423

＊露、誌めた、、世糸己本木修次著l

　l7人のトップ・リーダーたち著
＊「生涯資金」計画の立て方

　　　　　　井畑　敏著
＊親がすぺきこと教師がすべきこと一意
欲を失った今の子どもに必要なこと一

　　　　　　深谷昌志著
＊点字と朗読を学ぽう　　　　　　　　

　　　　本間一夫〔ほか〕編
＊オオカミと生きる

　　　ヴェルナー・フロイトン　著
＊いびきは身体の危険信号一睡眠時無呼
吸症候群は突然死をも誘発する一

　　　　　　石塚洋一著
＊こちら宇宙特派員！　　　　　　　　　

　　秋山　豊寛・菊地　京子　著
＊ノマッチワーケパターン175一やさしいI

　　　　　　　　　　l直線＆曲線一　　　　　　　　
＊手づくり園芸実例集一鉢・プランター1
・花壇から庭づくりまで育てる楽しみ1

飾る楽しみ一　　　　　　　　　　1
＊内容証明の書き方と活用法一即座に効
果のあがる書き方・出し方の実例集一1

　　　　　　多比羅誠著，
＊花と風景の水墨画法一卓吾水墨画10人

集一　　　　 秀作者編1＊歌舞伎鑑賞学入門　　小山　観翁　著
＊現代手紙マナーと実用文例集

　　　　　　松浦　和英　著
＊丹波家殺人事件　　　折原　　一　著
＊蛇目孫四郎斬刃帖　　峰　隆一郎　著
＊春の虹　うぐいす侍

　　　　　　山手樹一郎　著
＊となりのひと　　　　三木　　卓　著
＊魔性の岩鷹　　　　　西村　寿行　著
＊生き上手死に上手　　遠藤　周作　著
＊本所深川ふしぎ草紙　宮部みゆき　著1
＊小説K　A　P　P　A　　　柴田　哲孝　著

＊散華一紫式部の生涯一上・下

　　　　　　杉本苑子著
＊最終法廷の上・下

　　　　マイケル・マローン著
＊侠客竹居の吃安正伝　上・下

　　　　　　松尾四郎著
＊沢暮らしの旅人一時間と空気と水のぜ

いたく一　　　　　　秋元　幸久　著

　＊子どもの本＊
＊べトちゃんドクちゃんからのてがみ

　　　　　　松谷みよ子文
＊こぎつねのおくりもの

　　　　たまおかみちこ著
＊ねらわれた自雪姫をすくえ

　　　　　　佐和みずえ　作
＊矢田部イんの三日坊主日記

　　　　　　戸田　和代　作
＊ふしぎをのせたアリエル号

　　　リチャード・ケ†ディ著

6月2日、益岡公園に、市内の子

供たち千人が集まり、手作りの遊び

を楽しみました。

⇔夏季教材映画（16ミリフィルム）

　のセット貸し出しについて

夏季中の16ミリ教材映画の貸し出

しは、13本1組のセットにして各市

町へ配送になります。

白石市への貸し出し期間及び、貸

し出し教材は、次のとおりです。希

望される方は、中央公民館費24－53

77、26－2453にご連絡ください。

なお、セット以外のフィルムもあ

りますので、お問い合わせください。

磁
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⑲⑳魯④㊧窃㊥畠㊧

◆蔵王のお花畑までの登山

・・足に自信のある方どうぞ…

○目時7月11日休）
　　　7時50分集合～16時頃まで

○集合場所　白石市役所庁舎前

○行き先エコーラインー前山一杉

が峰一芝草平（お花畑）

○講　師　渡辺　信有先生

○定員25名
※定員になり次第締切

○参加費　1，000円イらい

○その他昼食、水とう、歩きやす

い服装（登山靴又はキャラベンシ

ューズ）、防寒・雨具

※雨天のときコース変更あり

　一親と子のふれあい交流…

◆自然の中で
親と子のクッキングノ
○日時7月21日（日〉

　　　8時50分集合～15時まで

○集合場所　白石市役所庁舎前

○目的地　南蔵王野営場

○日　程　9時出発一9時40分野営

場着一10時クッキングー13時～14

時オリエンテーションー14時30分

出発一15時市役所着

O講師山内あき子先生
O定　員　親子10組
○参加費　親子で1，000円

○共催白石市教育委員会、白石

市米消費拡大推進協議会

○その他動きやすい服装、雨天決行

　　婦人の家台25－5095

◆大正琴の

　メロディサークル会員募集ノ

○日時第2・第4月曜日
　　　10日寺～12日寺

○講師岩藤けん先生
○会　費2，400円

　　※教材は各自負担

7月の休館日　8・14・22・28日

※男性の方もどうぞ。

※3歳児以上の託児を行っています。

グr
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白石音頭パレードは、8月10目に開催されます。

只今参加者募集しています。

　問い合わせ先　白石商工会議所　盈26－2191へ

平成3年度
　　　「消費者大学」受講生募集

社会経済環境が急速に変化し、経1斉のサービス化雌む中で、消費者問題も灘多様化しひます．私たち

が安心して消費生活を営むには、多様な情報を自分で選択する知識を学び、消費者トラブルをなくすことです。

本年も宮城県と共催で、消費者講座を開設しますので、お気軽にご参加ください。

○場所白石市役所大会議室

o受講料無料
O期間　8月1日～11月2日

　　　　　　　（4回コース）

○申込方法　7月17日休）まで市民課

　　　　　　　◎講　　座

窓口、又は電話a25－2111／内線）

130～135でお申し込みください。

※氏名、住所、電話番号をお知ら

せください。

内　容

市営住宅入居者

　　募集について
◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下〉

『楽しいパソコン教室』開放講座受講生募集

団地名

新館

寿山

型式

3DK
3　K

3　K

家賃1敷金は3月分）

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

区分

座講エ第

第2講座

第3講座

第4講座

土
ず

目日

8月1日（木）

10圖寺～12日寺

9月11日（水）

10日寺～12日寺

10月30日（弱

10日寺～12日寺

11月2日仕）

8日寺30分～14時

※都合により変更になる場

内 容

くらしの中の契約

健康づくりのための

　　　運動と栄養

装いはいつも

　　　あなたを語る

／移動研修予定）

講 市富

空家再数

7戸

12戸

弁護士

　佐藤昭雄氏
宮城県保健環境部地域保険
課技術副参事兼補佐

　二瓶　　豊氏
仙台タイト服装専門学校
校　長

　高橋弘子氏
（当日の昼食は各自ご

持参ください）

合もあります。

初心者手話実技

　　　　　養成講座受講者募集

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

新館

城南

型式

3DIく

3　K

3DK

　聴覚障害者が日常生活の手段とし

て用いる会話法（手話）を広く普及す

るため、一般の方を対象に手話実技

養成講座を開催いたします。

○対象どなたでも受講できます。

○日時8月1日（木）～11日（日）

　　　　（9日（金）は休み〉

　　　　13時～16時

○会場　白石市中央公民館

　　　　　　　　　視聴覚室
○講師宮城県ろうあ協会

○定員50名
○受講料・テキスト料

　　　無　　料
○申込期日　7月25日（木）

○主催宮城県
　申し込み、お問い合わせは、社会

福祉事務所奮25－2111（内線）156、

または自石しらゆり会、大森啓子恐

家賃1敷金は3η分1

14，500円～16，500円

10，51）0円～12，600円

23，000円

空家灘セ

11戸

5戸

1戸

19

26－3862へ。

※受講修了時、80％以上受講した方

　に、宮城県知事の初級程度修了証

が交付されます。

緑が丘県営住宅

　　　入居者募集
◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下〉

幽銀

数
空
戸

任
員
”

　
ガ
刀

　
月

　
つ
り

　
は

　
金

家
徽

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線〉262へ問い合わせくださ

いo

団地名

寿山

型式

K
14，500円～

　16，500円
20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　1財）宮城県

住宅建築センター県営住宅課盈022－

224－0014へ。

蔵王の自然の中で

夏山親子のつどい

○期　日　8月2日～4日　2泊3日

○場　所　宮城県蔵王少年自然の家

o対象・定員

県内の小中学生とその親　350名

○内　容　ハイキング、野外炊飯、

キャンプファィアー、自然観察他

○経　費　3，200円

○申込方法　官製ハガキに、住所、

参加者氏名、性別、年齢、続柄、

勤務先、電話番号、学校名、学年、

利用交通機関を明記の上、7月25

日まで自然の家あてに申し込みく

ださい。

○申込・問い合わせ先

〒989－09　刈田郡蔵王町遠刈田温

泉字上の原155－！豊0224－34－2101

★自衛官募集中大河原募集事務連絡所燈0224－53－2185

　コンピュータにっいての基本的な

知識や技術を学習するものです。奮

ってご参加ください。

○期　間　7月22日（月）～8月3日（土）

　　　（日曜日を除く12日間）

○会場　白石工業高等学校コンピ

　　　　ュータ室・CAD室
○対象・定員　一般成人　30名

　　　　　（男15名、女15名）

○講　師　白石工業高等学校教員他

o主な内容　コンピュータ「Q＆A」

　・パソコンってなあに・市販ソフ

　トにチャレンジ・だれでもできる

　ワープロ操作　他

○受講料無　　料

o参加申込方法　住所、氏名、年齢、

性別、電話番号、職業を明記のう

え下記へ7月12日働までに申し込

みください。なお、定員をこえた

際には抽選となります。

O申込先　〒989－02　白石市郡山字

鹿野43　曾25－3240

紙上から
　　お礼申しあげます

　生活基盤の整備や白石城復元資金

として、次の方々からご寄付をいた

だきました。紙上からお礼申しあげ

ます。

　小室清信氏、高橋文男氏、小室芳

雄氏、小室定雄氏、小室かつ子氏、

小室俊一氏、小室薫氏、三澤新平氏、

佐藤栄氏、平成2年度白石第二小学

校卒業生保護者一同　代表菊地れい

子氏、渡邉幸治氏、高橋清作氏、亘

理昭太郎氏、菊池隆吉氏、千葉鐵郎

氏、仙南地域木材需要拡大協議会

会長北岡仙吉氏、小室照枝氏、武藤

利昭氏、（椥七十七銀行白石支店　支

店長後藤宏氏、ソニー臼石セ．ミコン

ダクタ㈱　代表取締役専務栗原繁氏、

黒沢照子氏、太宰雄一郎氏、管野泰

吉氏、㈱間組東北支店　支店長高橋

和雄氏、仙南信用金庫　理事長渡邊

佐男氏、松下電工㈱東北特機営業所

所長栗林信幸氏、四釜新市氏、渡辺

信男氏、南部栄三郎氏、半澤清衛氏、

南町子供みこし　代表佐久間定洋氏、

白石喜多会　代表阿部恒三氏、白石

こけし業協同組合　理事長柴田康武

氏、東北電力㈱白石営業所　所長高

山稔氏

ぐ
書 戦幣瀦穫

9
4
蝋

舐

○主　催　宮城県教育委員会

　※実施期間中9日以上出席すると

　　「修了証」が授与されます。

　　　　　、．　、ノ
　　　　　　’㍉為

　　　　　」11紗

　　　懸戯
構謹譜，，，

第5回みやぎ蔵王高原

ヂ

○日　時　9月15日㈱　雨天決行

　受付　午前8時30分～9時15分

○場所
国立南蔵王青少年野営場地内

O種　目

●3km　l小学男女、中学女、親子

　ペア）

●5km／中学男、一般女）

●10km／一般男女）

●20km　l一般男女）

●ヘルスパイオニァコース

　　　　　　　（60才以上）

、

短
“

・
罫
・薗　麟　　　　　　　，受

　．n、　－麹

→、［、・一騰　．　　　　　一’
　　　　　　　　　　．ψρ

　　』◇．」“ぎ

　o参加料
　　小・中学生500円、高校生700円、

　　一般1，200円、親子ペア1，500円、

　　ヘルスパイオニアコース700円

　○申込先　みやぎ蔵王高原マラソン

　　大会実行委員会事務局（自石市教

　　育委員会内）盈25－2111（内線）412

　0締切日　8月20日（白石駅⇔会場）

　○その他
　　●貸し切りベス運行

　　●参加者全員に参加賞、完走証授与

　　●温泉ヌ、浴券進呈
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おもいっきり大自然！

夏休み子ども村

　村田町の（財）村田谷山勤労者野外

活動センターでは、夏休み企画とし

て「おもいっきり大自然！谷山夏休

み子ども村」を開催します。子ども

会等の行事にご利用ください。

○期　間　7月21日～8月26日

　　　　（毎週月曜日が定休日）

O場所（財）村田谷山勤労者野外

　　　　活動センター

○内　容　※、陶芸教室、キャンプ、

　ハイキング、サイクリング、テニ

　ス、※2特別イベント等

　●※、陶芸教室　忠太由窯の太田

　由美子先生が指導します。11）人

　以上でご予約ください。

　●※2特別イベント　7月28日、

　　8月3日、14日に、世界一小さ

　な，馬、アメリカンミニチュァホ

　ースがやって来ます。当日はポ

　ニーの乗馬もできます。

○問い合わせ先　〒989－13村田町大

字足立字南谷山1－2　（財）村田

谷山勤労者野外海動センター

豊0224－83－4407

」マから

　JR稟日本

　本年3月16日のダイヤ改正時より

朝の通勤時間帯に、東北新幹線下り

臨時列車が運転されることになりま

した。

　臨時列車の運転時刻及び運転月日

は次の通りです。

○運転時刻

　あおば281号

　白石蔵王　7時43分発

　仙　　台　7時59分着
○運転月日

　　ア月一1・8・！5・22・29日

　　8月一5・12・19・26日

21

オートキャンプ

l　n　みちのく公園

　自然の中でファミリーキャンプを

楽しみながら、当公園に親しんでい

ただくことを目的に、オートキャン

プイベント「オートキャンプinみち

のく公園」を行います。

O期　日8月1日（洞～8月19日（月）

　　※6日、9日、10日は除く

○場所国営みちのく杜の湖畔公

　　　　園内特設キャンプ場

O料金
　●テントサイト利用料

　　1ロット〔車1台〕1泊1。000円

　●公園利用料

　大人370円、子供80円（小・中学生）

○予約開始　7月1日9時30分から

　　　　　　　　　（先着順）

○申し込み・問い合わせ先

〒989－15　柴田郡川崎町小野字二

本松53－9　国営みちのく公園管

理センター　智0224－84－5991

企業の発展に

退職自衛官を

★★退職自衛官は★★

●指導力と協調性に富んでいます。

●強い責任感と根性もあります。

●体力・気力も身につけております。

●年　齢　任期制隊員　20～25歳

　　　　定年退職者　53～54歳

　詳しくは、自衛隊船岡駐屯地援護

センター　岱0224－55－2301（内線）

348へ、）

　退職自衛官仙台無料職業紹介所

　　訂正のおしらせ
　6月号の広報しろいしに誤りがあ

りましたので、おわびして訂正いた

します。

　7ぺ一ジ「声」の欄、大庭紀子さ

んのコメント中、「25日」は「23日」

の誤りでした。

家庭バレーボール

審判資格取得講習会

○日時7月13日ω9時～16時30分

○会場柴田町船岡体育館
○内　容　講話、実技

○経　費4，500円

　（受講料1，500円、登録料3，000円）

　参加希望者は、7月5日まで市教

育委員会文化スポーツ振興課費25－

2111（内線）412へご連絡ください。

初心者ダンス

講習会のご案内

　白石市総合体育大会の一環として

実施するもので、初心者を対象に、

初歩的なステップの講習を行います。

　ダンスに興昧のある方ならどなた

でもお気軽にご参加ください。

○日時7月7日（日）

　　　　18時30分～20時30分

○場　所　白石市中央公民館大ホール

○主催　ダンスパル白石

○後　援　白石市体育協会

○問い合わせ先

　費26－3640　足亦音βまで

※ダンスパル会員がお相手をいたし

　ます。

第23回ふるさと

スポーツ祭球技大会

　各地区の代表チームが出場します。

ぜひご声援ください。

，○日時7月28日（日）8時30分
　（雨天の場合、ソフトボールは8月4日）

○会　場東中学校

○種　目　ソフトボール、家庭バレ

　　　　ーボール
○参加チーム　各地区代表

　　　　　　（公民館単位）

　優勝チームは、8月25日開催され

る大河原管内大会（蔵王町）に出場

します。

し尿処理場からの

お願い
○汲取申込方法

①便槽を確認し、汲取券を用意す

　る。

例

鍵　円
行

取
8
2
域

　
　
鵬

汲
鯉
醐

　
　
仙

②衛生センター　智27－2111へ

　汲取り申し込みを告げ、住所、

　氏名をハッキリと。

O汲取りの際に守ってほしいこと

　●マンホールの上に物を置かない

　ようにしてください。

　●犬は、収集業務の事故防止のた

　め、通路及び汲取り口から離し

　てつないでください。

○下水工事に伴う汲取申込方法

　●収集計画との関係から、工事実

　施日の3日前には申し込みを行

　ってください。

　●浄化槽の下水工事の場合は、汲

　取り料金を施工業者又は、個人

　が支払うのかを申し込みの際に

　明確にしてください。

　　白石衛生センター第一事業所

ヘリコプター防除にご協力を！

自石市農作物病害中防除

　　　　　　協護会から

　ヘリコプターによる航空防除を行

います。早朝作業のためご迷惑をお

かけいたしますがご協力をお願いし

ます。

○散布予定　7月10日・22日、8月

　6日・18日　午前5時頃から実施

　※天候により変更もあります。

○散布区域　白旗で区分された内側

　（農道・原野・堤防等も含む）

　※散布中、散布地周辺の方は、洗

濯物や食物を屋外に出さか、・でく

ださい。また自動車も駐車しない

で1ださい。養魚池等は、水をか

け流してください。

平成3年度
宮城県観光写真コンクール

○主題宮城県の観光イメージに

　マッチしたもの。

　（⑳自然景観、文化財、行催事等）

○応募規格

　●第1部カラーの部

　スライドはセミ版（6cm×4．5cm）

　以上。ただし、デュープ作品は

　認めません。

　●第2部力ラープリントの部

　35mm以上。ダイレクトプリント

　もしくは、6ッ切りでも可。

　●第3部白黒の部

　35mm以上（4ッ切りとし密着を

　貼付してください）ない場合は

　失格となります。

※どの部も、継ぎ合成、組写真は認

　　文月の茶会
　　　　　　一濃茶、薄茶一

文月の茶会を下記により開きます。

どなたもお気軽にご参加ください。

○日時7月14日（日）

　　　　　　　10＝00～15：00

0場所古典芸能伝承の館
O参加料　茶券1，000円。当臼会場

　　　　で鳶求めください。

○主催古典芸能伝承の館・茶道

　　　　団体

　めません。

○応募資格　制限なし

○応募受付期間　7月1日～10月31日

O発表11月下旬予定
O賞　特選、準特選、入選、佳作、

　　特別賞（それぞれに賞金、賞

　　品あン））

○主催宮城県ほか。

○応募・問い合わせ先

　〒980仙台市青葉区本町3－8－1

宮城県庁内（社）宮城県観光連盟

平成3年度宮城県観光写真コンク

ール係　　盈022－221－2743

※応募上の注意など、事前に上記へ

確認してください。

事業所統計調査・

商業統計調査にご協力を

　7月1日現在で、飲食店、工場、

商店などすべての事業所を対象にし

た事業所統計調査・商業統計調査が

行われています。調査票の言己入はも

うお済みでしょうか。現在、調査員

が調査票の回収に訪問中ですのでご

協力をお願いします。なお、この調

査の内容は、統計以外のものには使

われることはありません。調査につ

いてのお問い合わせは、市企画財政

課統計係盈25－2111（内線）362へ。

『四つの終止符』を上映します
　聴覚障害者の実態と社会に横たわ

る障害者問題を鋭く提起した西村京

太郎原作の映画『四つの終止符』の

上映会を行います。

　障害問題に関心をお持ちの方は、

ぜひご観賞ください。

0日時7月28日（日）

　　　　1回目上映　13時～

　　　　2回目上映　15時30分～
N

○場所臼石市民会館大ホール

○入場料（前売券）

人
生
生
催

　
高
学

大
中
小
主

　
　
　
〔
」

　1，200円

　　800円

　　500円
宮城県ろうあ協会

　映画「四つの終止符」を観るム

○間い合わせ先

魯26－3466　田花まで
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7月7日

内科大沼医院奮25－251）2

外科刈田病院費25－2145
歯科　臼石中央歯科医院　費24－5554

7月14日

内科　広　瀬　医　院　費25－1）238

タト不斗　やまや婦入クリニック　奮25－0088

歯科　村上歯科医院智26－2678

7月21日

内科刈田病院智25－2145

外科刈田病院費25－2145
歯科　水野歯科医院　奮26－2401

7月28日

内科　三浦クリニック　智25－6854

外科朝倉医院智25－2101
歯科　三沢歯科クIJ二汐　行26－2518

8月4日

内科海上医院盈25－1501

外科XI』田病院智25－2145

歯科　村上歯科医院　盈33－4125

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通事故L
　5／16～6／15（　）は累計

平成3年「交通安全
　　年間スローガン」

車社会歩くあなたもその一人

のせましょう

　　ゆとりという名の同乗者

7月の定例相談日
相談区分

F市長相談

人権擁護
相　　談

イ子1攻ホ目言炎

生活相談

社会保険
相　　談

看売1務季目言炎

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

15

15

15

15

5・25

15

15

毎週月・水・金

リオン

4・19
ニホン
19

15

9

　毎週
月・火・木・金

時間

10：00～

　！2：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　！2：00

9＝30～

15：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10＝30～

　11：30

10：00～

　15100

10：00～

　15100

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

内 容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長
が直接相談に応じます。

（代理の場含もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい
ることや希望等

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や贈与、土地売買に
関する税金、法人の税金
などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律についての困りごと

電話相談にも応じます費25－2111（内線351

9＝00～

　17：00
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石
少
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身体障害者精神薄弱者の
生活、職業、結婚等

　　　）

子供の教育上の相談

♂
、 一　　　事故発生件数

轍（轟、

夙　死亡者数

彊し　o人
詰眠　 （0人）
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負傷者数
16人

（58人）

一今月の表紙
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　　　　技に生きる⑮う

　白石和紙にていねいに刷りを入れ
　ている版画家の阿部笙子さん（南町）。

　「遠藤忠雄さんのところで白石和紙

■篇2諜慰糠灘
　行っています。

　　「版画を始めて20年になりますが、

　木や和紙という自然のものに触れら

　れ、彫りや刷りによってできる偶然
　性の魅力にいまだにとりつかれてい
　ます」と話す阿部さん。

　これからも、私達に夢のあるあた
　たかい作品を贈り続けてくれること
　でしょう。
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物損件数

37件
（236件）

と
数
在

　
　
現

ロ
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月

人
世
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曾，

42，331人
（一24人）

　　　曾

20，740人
（一10人）

　　　尋

21，591人
（一14人）

一
12，037世帯

（十8世帯）

（　）内は対前月比
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